
一
、

菊

慈

童

（
名
処
は
「乱
菊

枕
蕉
童
」
と
す
い
（作

苗
　
杵
左
息
次
那
、

作
詞
不
井
）
ヤ
回
の

す
い
物
落
を
花
か
ら
移
し
長
唄
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
す
。

不
老
長
寿
の
指
の
雫
を

次

っ
て
を
百
年
も
生
き
た
と
い
う

蕉
童
が
都

へ
の
舛
愁
や
ｈ
ヤ

の
生

活
を
衆
塊
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
え

月
は
重
陽
の
締
句

の
月
で
も
ぁ
り
、

菊

の
花

の
匂
う
よ
う
な
作
品
に
出

来
あ
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

長
唄一

、
鏡

獅

子

（
名
処
を

「ネ

果

先

獅
子
」
と

言
い
作
銅
　
≡箱
比
桜
舜
、

作
前
　
一二

せ
杵
左
二
次
郎
で
す
。

前
半
は
江
戸

成
の
大
央
の
銃
曳
き
の
口
に
女
小
姓

休
生
が
均
主
に
引
き
出
さ
れ
は
じ
ら
い
な

が
ら
初
々
し
く
可
瞬
に
踊
り
後
半
は
抑
子

頭
を
も
つ
と
抑
子
の
猪
が
未
り
移
り
獅
子

の
な

い
と
な
り
ま
す
。

入
、

前
後

の
ツ
ナ

ギ
と
し
て
切
球
二
人
が
可
愛
ら
し
く
演
じ

ま
す
。

柔
刺
の
二
鮭
を
演
じ
分
け
る
の
が

こ
の
作
▼”
の
難
し
い
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

換
累

法

橋

プ

ロ
フ
ィ
ー

ル

昭
和
３‐
年
１
月
４
日
　
神
奈
川
県
川
崎
市
に
生
ま
れ
る

平
成
７
年
３
月
　
　
　
小
助
改
め
初
吉
家
左
橋
で
真
打
昇
進

誉貝
　

平
成
５
年
度
、
６
年
度
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
社
主
催
．
に
っ
か
ん
飛

切
落
語
会
」
奨
励
賞
（年
間
最
優
秀
賞
）
２
年
連
続
受
渡

平
成
７
年
、

国
立
演
芸
場
　
花
形
演
芸
会
　
金
賀
受
賀

【
テ
レ
ビ
】

昭
和
６２

４
月
～
９
月
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
」

平
成
一〓
４
月
～
７
月
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
曜
ド
ラ
マ
「情
れ
の
ち
カ
ミ
ナ
リ
」

テ
レ
ビ
東
京
．レ
デ
ィ
ス
４
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「そ
こ
が
知
り
た
い
し
　
リ
ボ
ー
タ
ー

【
ラ
ジ
オ
】

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
　
「タ
ケ
ロ
ー
の
幸
せ
気
分
で
し

長
唄

和
歌
山
　
富
美
穂
社
中

囃
子

望
月
　
太
左
衛
社
中

制
作

舞
台
創
造
研
究
所

協
力

析
の
会

舞舞舞舞
ナ| | ザ| | 夕| | 夕| |

扇 扇 扇 局
里 章 正 路

三越劇場のご案内

●京浜急行線「日本橋駅J下車
●地下鉄銀座線「三越前駅J下車
●地下鉄半蔵門線

「三越前駅」下車
●」R「新 日本橋駅」徒歩 3分
●」R「東京駅J日本橋口徒歩 8分
●首都高速呉服橋 ICま たは江戸橋 ICか ら5分

〒10301東京都中央区日本橋室町■41日 本橋三越本店6階 電話0332748675

MIT5U(105Hl
三 越 濠J場 跳 頸 灘 闇 溺 陥


